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はじめに
　中国西南部から東南アジア大陸山地部にかけて
は、かつて山間盆地を拠点にタイ系民族注 1）を中
心とする盆地連合国家群が展開していた。この地
域は現在、タイランド注 2）、ビルマ（ミャンマー）、
ヴェトナム、ラオス、インド、中国といった国民
国家の領域に跨っているが、実際には今日なお国
境を越えて緩やかな繋がりを持った社会を維持し
ている。

　東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究
所（AA研）の新谷忠彦教授（現・名誉教授）ら
は「タイ文化圏 Tay Cultural Area」注 3）という概念
を提起して、タイ系言語をリンガフランカとしな
がら、「多言語、多民族であって、一つの大伝統
に支配されるのではなく、様々な文化的要素を持
ちながら、それらを有機的に結びつけている何ら
かのシステムが存在する一つの複合文化交流圏」
としての広がりを多角的に論じている（図 1）1,2）。

図 1　タイ文化圏概略図　新谷原図より眞島健吉作成。
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　このタイ文化圏の枠組みについて、筆者はこれ
までラオスの稲作を中心とした農耕技術と生産工
具の観点から論考を続けており、特に、犂を用い
た土地耕起体系と使用される犂の形状と分布をは
じめとする物質文化の側面から、ラオスのタイ文
化圏に属する地域とそれ以外では中心的生業であ
る稲作技術の文化的背景の相違が、かなり明瞭に
表れることを主張してきた 2,3,4）など。
　「タイ文化圏」の提唱者の一人でもある AA研
のクリスチャン・ダニエルス教授は、砂糖生産の
ためにサトウキビから糖液（蔗漿）を圧搾・採取
する甘蔗圧搾機について、中国雲南省における現
地調査をもとに歯車とローラーの組合せの面から

技術史的考察を行っている 5,6,7）が、ラオスにおけ
る筆者の調査からも、その分布や構造の面で、犂
同様にこの地域における多様な文化的交流を示す
ものであることがより明らかとなってきた 8）。
　本稿では、本誌前号 9）において既に一部を紹介
した搾糖機（甘蔗圧搾機）注 4）について、最近の
調査から得られた情報をもとにタイ文化圏を特徴
づける生産工具の一つとして取り上げ、現在 49
の民族注 5）からなるラオスの多民族社会（図 210））
において中国とインドという大文明のなかの技術
史から零れ落ちた、文化の受容と独自の創意の痕
跡を辿ってみたい。

 

言語グループ別民族分布 
 

○=100人 
 

● タイ系 
● モン・クメール系 
● チベット・ビルマ系 
● ミャオ・ヤオ系 
● その他 
 

図 2　ラオス民族分布図 10）
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東南アジアにおける「砂糖」
　現在に至る砂糖生産の原材料となるサトウキビ
noble caneは、BC6000年頃に現在のニューギニア付
近で Saccharum robustum Brandes et Jesw. ex Grassl.か
ら栽培化された S. officinarum L.がもとになってい
るが、サトウキビ属の砂糖原料となる植物には、こ
のほかインドに原産地をもつ野生種の S. 
spontaneum L.とオフィシナルムとの雑種である S. 
barberi Jesweitに属する品種がインドから東南アジ
アにかけて、また同様に竹

ちくしゃ

蔗（S. sinense Roxb.）に
属する品種が中国などにおいて栽培されていた注 6）。
糖度が高く多量の蔗漿（糖液）が得られるオフィシ
ナルムは、インドシナ半島を経て BC1200年頃に中
国南部に伝播し、インドへは BC1000年頃になって
到達する。
　砂糖は当初、サトウキビを搾った蔗漿を煮詰め濃
縮しただけのものであったが、紀元前 3世紀頃のイ
ンドで、蔗漿を煮詰め水分を蒸発させて曝し、固ま
らせた石蜜が作られるようなり、紀元前後には砂糖

（粗糖）の精製技術が成立したことから、ニューギ
ニアがサトウキビの原産地であるのに対し、インド
は精製糖の発祥地ということができる注 7）。
　一方、中国でも紀元前 3世紀の終わりの文献に
は、南越王より石蜜五斛が漢の高祖に献じられた
との記録が残されているが 5）、中国最古の農書で
ある『斉民要術』（532 ～ 549頃）に後漢時代の
楊孚撰による『異物志』（現存せず）が引用され
製糖方法の解説がみられることから、少なくとも
2世紀ごろまでには精製糖の生産が開始されたと
考えられ、16世紀に入って、今日に続く分蜜を伴っ
た製糖技術体系が確立した。
　「砂糖」の原料となるものには甘蔗（サトウキビ）
のほかに、甜菜（サトウダイコン）、砂糖ヤシ（サ
トウヤシ Arenga pinnata Merrill・パルミラヤシ
Borasass flabellifer L.など）を挙げることができる
が、このうち東南アジアにおいては甘蔗と砂糖ヤ
シによって砂糖生産が行われている。東南アジア
大陸部における商業的な砂糖生産は、19世紀初
めにシャムの華僑によって輸出産業を目的とした
サトウキビの大規模作付けを基盤として始められ
たが、タイランド語一般で砂糖を示すナム・ター
ン nam tānは、パルミラヤシのマレー語であるター
ル talを語源としている注 8）ことからも分かる通り、
この地域における「砂糖」は本来マレー的文化要

素の強いヤシ糖を指しており、東南アジア島嶼部
から大陸部にかけての一部では現在でも消費され
ている（写真 1）。
　しかしながら、ヤシ糖の生産は砂糖ヤシの花序
を切断するだけで得られる糖液を煮詰めることで
可能な反面、植物としての砂糖ヤシの生育に適当
な温暖な気候が求められるため、タイ文化圏に属
する地域においては必ずしも適しているとはいえ
ない。
　一方で、ラオス北部などの市場では、ナム・オー
イ nam‘ō ֊iというサトウキビから採った黒糖（写
真 2）がローカルな消費のための供されており、
この地域でナム・ターンと言った際にはグラ
ニュー糖などの工業的に精製された砂糖を意味し
ていることからも、本来タイ系言語ではナム・オー
イが「砂糖」であったことを示している。
　これに対して、サトウキビから砂糖を生産する
ためには硬い甘蔗茎から糖液を採取する必要があ
り、これを圧搾によって得ることを目的として搾
糖機は発明され、伝統的な砂糖生産においてその
原料を砂糖ヤシに求められなかった地域において

写真 1　市場に並ぶヤシ糖（手前から左 3 籠）と板状の
砂糖（右 4 籠）　ビルマ（ミャンマー）マンダレー
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発達したと考えられる注 9）。この観点からみると、
タイ文化圏はサトウキビの原産地と目される
ニューギニアとインド・中国という大陸の文明を
繋ぎ、また、精製糖発祥地としてのインドとその
技術体系の確立が成された中国という二大文明の
間で、独特の文化を発達させることになったのも
至極当然といえよう。

糖液の採取と砂糖生産
　中国科学史の大家であるジョセフ・ニーダムは、
そのライフワーク『中国の科学と文明』において

「（前略）2つの隣接するローラーが相互に逆回転
する際の圧縮および断砕効果を利用する」11）ロー
リング・ミルの最古の事例を攪車 chao chhê（綿
轆
ろく ろ

轤、図 3注 10））と軋蔗 ya chê（甘蔗圧搾機）で
あるとしており、『天工開物』（宋應星 1637）に
おいて造糖車とよばれる搾糖機が初めて図解され
た（図 4）注 11）と指摘している。
　『天工開物』では、甘蔗栽培と製糖について詳
述されており、ここに見られる製糖技術は、一系

列をなす製糖技術体系として 17世紀中葉から中
国国内に移転し始めると同時に、琉球、日本（図
5）、ジャワ、フィリピン等東・東南アジア諸国に
も転移する 5）が、後述のように甘蔗圧搾機の機械
的構造面では、インド起源の綿轆轤に採用されて
いる平行ウォーム（螺旋）歯車を動力伝達系に使
用するなど、複合的な文化的要素のもとで発展し
た。
　現在、中国西南部から東南アジア大陸部でみら
れる甘蔗圧搾機では、既に見た畜力駆動のほか、
そのローラーを回転させる動力に水力や人力注 12）

が用いられる（表 1、写真 3，4）。ローラー構造
を持たないものも含めて搾糖機による糖液の搾汁
は、一度の圧搾だけでは十分でないため複数回行
われる。甘蔗は収穫後の長いままで搾られるが、
二回目以降では、茎が柔らかくなっているため、
数本を撚り合わせてローラーに送り込む。ラオス
における調査では、ローラーの前後で甘蔗茎の「送
り手」と「受け手」や、一人が牽畜の引手となる
など二人一組で作業を行うことが多いが、「軋蔗
取漿図」等に見られる甘蔗の投入を補助する

「鴨
おうし

嘴」は確認されていない。
　ラオスに広くみられる伝統的砂糖生産の工程で
は、圧搾で得られた液糖は鉄製の鍋で煮詰め、甘
蔗茎粕等の浮かんでくる不純物を適宜取り除く。
清澄剤として少量の石灰を混ぜることもあるが、
あまり一般的ではない。充分に沸騰して粘りが出
てくると、指先にごく少量の糖液を付けて状態を
確認して火から降ろし、竹を割って泡立て器のワ
イヤー状のループにした匙

かい

などでゆっくりと撹拌
する（写真 5）。この撹拌によって液糖の結晶化
が促され、温度低下とともに徐々に固化が始まる
ので、ヒョウタンを半割にした杓子などを用いて
竹皮で作られた舟状の型に取分け、そのまま冷ま
して黒糖が得られる。
　この黒糖は写真 2で見たようにローカルな市場
での商品となるが、分蜜による糖蜜の分離を行わ
ないため、水分を吸収して再度液体化しやすく広
域に流通するものではない。また、筆者の調査で
は、近隣の地域で報告されている砂糖表面に泥や
砂を被せる分蜜技術 5）に関する情報は、ラオスに
おいて得られていない。

写真 2　市場における黒糖（手前）の販売　竹皮の型に
入れて黒糖を固めてある。筒状のものもある。
奥にあるサトウキビの茎は、そのまま噛

しが

む。シェ
ンクアーン県ペーク郡
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平行ウォーム歯車 

固定板枘穴 

原綿を送る向き 

ハンドルを回す向き 

図 3　繰綿用の綿轆
ろ く ろ

轤‘īu fāi 注 10）台部中央の枘
ほぞ

穴に細
長い固定板を取付け、繰手が体重をかけて固定
する。

図 4　「軋蔗取漿図」『天工開物』（宋應星 1637）甘嗜
第六巻所載　斜め向きに配置された歯車によっ
てローラーを回転させる竪型畜力駆動造糖車。

（古代中国科技図録叢、中華書局版 1959、国立
国会図書館所蔵）

図 5　「蔗を軋して漿
しる

を取る図」『物類品隲』巻の六所
載　動力伝達に木栓（駄

だ ぼ
枘）を使用した竪型双

ローラーの造糖車が描かれている。『物類品隲』
（1763）は、平賀國倫（源内）編による物産解
説書。同書の「甘蔗培養并ニ製造ノ法」では、『天
工開物』のほか『餹霜譜』（王灼 1154）などが
参照されている。（正宗敦夫編纂校訂、日本古
典全集刊行会版 1928、園江所蔵）

写真 3　水力駆動横臥型双ローラー甘蔗圧搾機による搾
糖作業　一度ローラーで圧搾したサトウキビの
茎を数本合わせて撚り、再度圧搾する。糖液は、
ローラーの下に置かれた鍋で受ける。ファパン
県サムヌァ郡（表 1 の No.18）
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表
1　

ラ
オ

ス
北

部
に

お
け

る
搾

糖
機

の
分

布
状

況

写真 5　糖液の撹拌　煮詰めた糖液を火から降ろし、竹
製の匙

かい

で撹拌し結晶化を促している。左手前に
取分けに使われる竹皮製の型が見える。ファパ
ン県サムヌァ郡

写真 4　畜力駆動竪型双ローラー甘蔗圧搾機　山形歯車
と長く伸びた横木が確認できる。人力で搾糖作
業を行う際には横木の両端に扱手がつく。ルア
ンパバーン県パークウー郡（表 1 の No.15）
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搾糖機の構造とその分布
　既に見たように甘蔗圧搾機の基本的構造は、支
柱と上下の板または軸受代わりの側板と桟からな
る枠型構造の中に、ギヤ（歯車）を具えた複数の
ローラーを並べ、突出した枘

ほぞ

（図 4の「出筍」）
に横木（同「犂擔」）を取付けたローラーを主軸
として、家畜などの動力によって回転させること
で、噛み合せた歯車を相互に逆回転させて甘蔗茎
を巻き込んで圧搾し糖液を得るというものである

（図 6）。
　ダニエルスは、「15、6世紀に印度において綿
繰機注 13）にヒントを得て考案された横臥式双ロー
ラー甘蔗圧搾機が中国に入り、中国ではローラー
が垂直に配置されるようになり、なおかつ歯車装
置も取り付けられた。（中略）20世紀初頭まで中
国のみならず、フィリピン、ジャワ、越南、タイ
等東南アジア諸国においても主要な甘蔗圧搾機と
して採用された」5）としており、その隆盛は 20
世紀初頭のグラハムによる報告にも、当時の畜力

（水牛）駆動竪型 3ローラー甘蔗圧搾機の写真（図
7）が添えられ、1855年に「英暹修好通商条約（バ
ウリング条約）」締結のためにバンコクを訪れた
ジョン・バウリング卿をして、同国の主要農産物
となるであろうと対ヨーロッパ輸出産品としての
首位を予言させたことが記されている 13）。

　表 1に筆者の調査結果を示したが、これまでの
聞き取りによれば、ヴィエンチャン・ボリカムサ
イ以南においては、伝統的にはヤシ糖を生産して
おり、砂糖は他地域からのもたらされるもので
あったとの理由で搾糖機は確認されていない。タ
イランド、ヴェトナムといった近隣地域での状況
からは、この地域で砂糖の生産が行われていな
かったとは考えにくいものの、既に述べた東南ア
ジア大陸部における生態環境条件や製糖技術の歴
史を裏付ける一つの情報と考えることができよ
う。また、この地域にタイ系民族が移動してきた
のは、17世紀後半に甘蔗圧搾機による製糖技術
が確立した以前であることから、ヤシ糖の受容に
よって「砂糖」の消費は賄われ、その後のタイラ
ンドのような商業的な甘蔗栽培を基盤とした砂糖
生産が普及しなかったことによるとも推定でき
る。
　調査結果からは、ラオスにおける甘蔗圧搾機の
構造上の特徴として以下をあげることができる。

設置方式：
　ラオスにおける甘蔗圧搾機では、ダニエルスが
指摘しているよう設置方式の面では竪型と横臥型
の 2タイプがあり、竪型では 3ローラーのものが
確認されているが、通常は双ローラーとなってい

46.5 

24.5 

47.5 

22.0 

130.0 

Φ23.5 Φ21.5 

3.0 

図 6　山形歯車を持った竪型双ローラー甘蔗圧搾機‘īt
‘ō ֊i 注 10）　短い横木の枘穴に交互に木を継いで 2
人の扱手が押して搾糖作業を行う。水牛を使用
する場合は 1 頭牽き。ウドムサイ県ナーモー郡

（表 1 の No.7）

図 7　20 世紀初頭のシャムにおける甘蔗の圧搾作業 13）

平行ウォーム歯車を持った畜力駆動竪型 3 ロー
ラー甘蔗圧搾機が確認できる。
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る。設置方式上の特徴としてはそれぞれ以下の通
りである。

竪型：上板・台座（下板）と左右 2本の支柱から
なる枠型によって歯車のついた複数のローラーを
固定し、そのうち一本のローラー軸は上板から長
く突出した枘

ほぞ

をもち、これに動力を伝達する横木
を取付け駆動軸としている（図 6，8）。台座となっ
ている下板には糖液が溜められるように溝が切っ
てあり、一か所に集約されて滴るところを鍋など
で受ける。動力としては、人力と畜力が使用され
ている。
横臥型：軸受の役割となる 2枚の側板または台座
によってローラー軸を支え、左右に桟を渡した枠
型構造を形成している。上段に配置された駆動軸
には、別材で軸を継いで動力となる水車に連結さ
れている（図 9）。ローラーの下に直接鍋を置い
たり（写真 3）、板を設置する（写真 6）などして
糖液を受ける。
　No.24のローラーを持たない搾糖機は、‘ -æp‘ō ֊iと
呼ばれる槓桿（てこ）式搾糖機（図 10参照。）で、
上下に配置した軸に甘蔗茎を挟んで長く伸びた上
軸に人間が体重をかけて圧搾するため、横臥式と
呼ぶことが可能である。ローラー式に比較して糖
液の夾雑物が多いためか、軸から下げられた竹編
みの糯

もち

米用甑
こしき

を利用した漉網を経て桶などで糖液
を集める。
　横臥型の観察事例については、槓桿式搾糖機を
除いてすべて水車による水力駆動である。

ギヤの形状等：
　駆動軸の回転を他の固定軸に伝達し、ローラー
を回転させるギヤ（歯車）の形状について、ダニ
エルスは主に雲南・西

シーサーパンナー

双版納における甘蔗圧搾機
の調査結果から①二段木栓歯車 double toothed gear

（写真 6）、②平行ウォーム（螺旋状）歯車 worm 
gear（図 7，8）、③山形歯 chevron-teeth歯車（本
稿中では山形歯車図 6，9，12）の系統に分類し
ており、その起源について、それぞれ二段木栓を
中国の漢族、平行ウォームをインドに求められる
とし、山形歯車はタイ系民族独自のものである可
能性を指摘している 6）。同氏は、その特徴の一つ
として「歯車が枠内のローラーの長さの半分以上
を占め、長く伸びている（後略）」ことを挙げ、ロー

ラー軸全体に占める圧搾ローラー部とギヤの長さ
の比率を比較し、5例の山形歯を持つ歯車につい
て、平均 58.2％という値を得ている 7）。
　後述するように、筆者の調査では甘蔗圧搾機に
ついて圧搾ローラーとギヤが軸受等から成る「枠
型構造」の中には納まっていない事例があるため、
ここでは圧搾ローラーとギヤそれぞれの長さの和
に占めるギヤの長さを「ギヤ率」として比較する
と、山形歯車では極端にギヤの小さい No.5（図
12）を除外すれば平均 63％程度となり、確かに
他の形状のギヤと比較して有意に長いといえる。
　山形歯車は、筆者の甘蔗圧搾機に関する調査結
果 24例中の 13例と 54％を占めているうえ、観
察された地域はルアンナムター、ウドムサイ、ル
アンパバーンの各県に集中している。この 4県に
ポンサーリー県を加えたラオスにおけるタイ文化
圏域内に限定すると、山形歯車の使用率は格段に
高くなることから、ダニエルスが西

シーサンパンナー

双版納におい
て傣族（ルー）以外に甘蔗圧搾機に使用した報告
がない 6）と指摘している山形歯車は、タイ文化圏
における主要な甘蔗圧搾機用ギヤの構造と考えら
れる。
　これに対して、甘蔗圧搾機のローラー軸は通常
ローラーとギヤが連続しており、「枠型構造」の
内外に分離したタイプに関しては、これまでに報
告がなされていないものの、筆者の調査では、枠
内にはローラーのみでギヤ部分が上板等を挟んで
枠の外部に突出したものが 4例（No.18，19，22，
23）みられた。これらはすべて歯車の形状が平行
ウォームのみで、地域的にもラオス北東部のファ
パン県に限られている。
　ここで、図 8の甘蔗圧搾機を 90度右に回転さ
せて図 3の綿轆轤と比較してみると、両者は明ら
かに同様の構造であることが分かる。既に述べた
ように、平行ウォーム歯車は綿轆轤の発明に伴い
インドを起源として普及したものであるが、分離
型平行ウォーム歯車をもった双ローラー甘蔗圧搾
機の形状がこの影響下にあることは、もはや疑う
余地がないといえよう。
　一方、全般的にローラー軸における「ギヤ率」
の高い山形歯車であるが、先に甘蔗圧搾機の検討
において除外した No.5についても、平行ウォー
ムとの比較では極端にギヤ長が短いとも言えず、
また、綿轆轤と対比させた場合には、むしろ類似
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性をもっているとも考えられる。ダニエルスは、
ニーダムの「ウォームは（中略）歯の刻み方に少々
不揃いがあっても影響が少なく、通常の歯車のよ
うに簡単にはずれたりしない」11）いう主張を踏ま
え、これと同様の原理からヒントを得て、傣族が
山形歯を考案した可能性を指摘しており、また、
その耐久性においても使用者にとっての利点があ
るとしている 6）。
　実際、筆者の調査において、ウォーム歯車では

欠損により使用に難が生じ、その補修も困難であ
る例がみられた（No.21）が、山形歯車は観察例
が多いながら、凸部の摩耗や破損が少なくすべて
が使用可能な状態であり、不具合に対しても嚙み
合せの凹部に木片を打付けるなどの軽微な補修に
よって充分対応が可能であった（No.12）。このこ
とは、外来の平行ウォームを受け入れたのちにタ
イ系民族の手で改良が加えられ、山形歯車が生み
出されたという説を積極的に補強しているといえ

17.0 

31.0 

17.5 
83.0 

Φ13.5 Φ12.8 

240.0 
（腕先端まで） 

31.0 

8.5 

図 8　平行ウォーム（螺旋状）歯車を持った人力駆動
竪型双ローラー甘蔗圧搾機‘īu‘ō ֊i　ギヤがロー
ラーと分離され、枠型構造を構成する上板の上
に出ている。ファパン県サムヌァ郡（表 1 の
No.19）

30.0 

19.0 30.1 
18.0 

47.0 

28.5 

30.0 

Φ16.8 

Φ16.3 

18.0 
4.0 

4.0 

水車に
連結 

図 9　山形歯車を持った水力駆動横臥型双ローラー甘蔗圧搾機　駆動
軸には別の軸が継がれ水車に連結する。ルアンパバーン県シェ
ングン郡（表 1 の No.12　NFRI 所蔵）

写真 6　二段木栓歯車を持った水力駆動横臥型双ロー
ラー甘蔗圧搾　歯車は軸受を兼ねる二枚の側板
の内側にある。ポンサーリー県ブンタイ郡（表
1 の No.2）
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よう。
　また、搾糖機が観察された村全体でみると No.6
と No.19の 2か村を除けば、タイ系民族の集落で
占められており、No.6はモン‐クメール系民族
であるクムの集落であるものの、近隣に住むタイ
系のルーから甘蔗圧搾機を購入していることか
ら、タイ系民族が甘蔗圧搾機に係る技術の継承者
であるとみなすことができる。しかし、ラオスに
おける甘蔗圧搾機の分布範囲の限界に近いシェン
クアーン県では、No.24にみられる槓桿（てこ）
式搾糖機（‘ -æp‘ō ֊i）が確認されており、豊かな物
質文明で知られるタイ系民族のプアンが甘蔗圧搾

機を使用していなかった可能性を示している。こ
のことは、甘蔗圧搾機がタイ系民族の間に起源し
たものでなく、外来の平行ウォームを持った甘蔗
圧搾機による製糖技術を受容したうえで、独自の
創意によって山形歯車を考案することにより、こ
の地域特有の甘蔗圧搾機の多様性を生み出したの
だといえよう。

砂糖生産からみるタイ文化圏
　これまでに述べた事柄を状況証拠として、ラオ
スにおける砂糖生産の特徴を整理すると（過去を
含む）ヤシ糖の有無、搾糖機（甘蔗圧搾機）の有

136 

330 

370 

520 

Φ10.5 

43 50 
Φ11.5 

図 10　槓桿を用いた搾糖機　ローラーを持たず、上
軸に人が乗って圧搾作業を行う。シェンクアー
ン県クーン郡（2012年1月の現地調査による。）
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130.0 

Φ23.5 Φ21.5 
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Φ21.5 

47.5 

図 11　一段木栓歯車を持った竪型 3 ローラー甘蔗圧
搾機　木栓歯車には、二段のほかに一段、三
段の歯のバリエーションがみられる。（表 1 の
No.25　ヴィラチット・ピラパンデート＝ラオ
ス文化振興財団理事長私蔵）
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図 12　ギヤの短いローラー軸　山形歯車を持った竪型双ローラー。ルアン
ナムター県ナーレー郡（表 1 の No.5）
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無と駆動歯車の形状および製糖技術の担い手とし
ての民族が問題とされる。これらの点を踏まえて、
ラオスにおける砂糖生産をタイ文化圏の観点から
検証すると、次のことが考えられる。

①ラオスにおけるタイ文化圏域内では、甘蔗によ
る砂糖の生産が広く行われている一方で、マ
レー的文化要素の強いヤシ糖はあまり一般的で
ない。この半面、タイ文化圏以南の生態環境が
整った地域における自給的な砂糖生産として
は、ヤシ糖の方が簡便であったため、甘蔗圧搾
機を用いた製糖技術は普及しなかった。この理
由としては、タイ系民族がこの地に移動してき
た時期が、甘蔗圧搾機の登場以前であったため
と推定される。

②タイ系民族は、ローラー式の甘蔗圧搾機獲得以
前から砂糖生産を行っていた可能性があるが、
平行ウォーム歯車を持った甘蔗圧搾機を受容す
ることによりサトウキビの栽培を本格化させ、
タイ文化圏において平行ウォームを改良した山
形歯車を甘蔗圧搾機に採用した。

③タイ文化圏においてサトウキビによる砂糖生産
の中心的担い手は、タイ系民族であったが、そ
の技術体系は他の民族にも普及した。

④タイ文化圏以外の甘蔗圧搾機を使用する地域で
は、その動力は畜力または水力であるのに対し、
専らタイ文化圏域内では人力によって搾糖作業
が行われる。

　図 13は、筆者がラオスとその周辺における耕
具の形状とその使用体系の面からタイ文化圏を検
証することを試み、犂型の分布を示したものであ
る。この詳細については拙著においてすでに論じ
ている 2,3,4,8,9）ため割愛するが、ラオスでは中国系
枠型犂とインド系軛犂の系統であるマレー犂の影
響を受けた Y字形犂がメコン河沿いに南北に分
かれて分布しており、ルアンパバーンの南を中間
地域として枠型犂の緩やかな南限地域となり、独
自の犂型を創出したと考えられる。この耕具に
よって描き出されたタイ文化圏の輪郭は、奇しく
もこれまで見てきた搾糖機の分布状況と製糖原料
に係る地域の境界によってなぞられているようで
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図 13　ラオスとその周辺における犂型の分布 4）に加筆。
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ある。

　以上の点で、ラオスにおいては砂糖生産に係る
技術についても、インドと中国という二つの大き
な文明の影響を受けたが、それを地域固有の生態
環境と多民族構造のもとで独自に改変し、タイ文
化圏という概念で説明可能な空間的広がりにおい
て展開しているといえる。
　インドに発生し、中国において確立された甘蔗
圧搾機と一連の技術体系は、伝統的な生産技術と
して洗練されたものであるが、今日においてはラ
オスの近隣諸国あるいはラオス国内でも、その痕
跡を辿ることは困難になってきている。しかしな
がら、これら在来の知恵と技術は、人類の環境に
対する果敢な挑戦の記録として地域に刻み込まれ
るものであり、多言語・多民族という豊富な文化
的多様性を持ったタイ文化圏には、まだまだ多く
の繙かれるべき記録が残されているといえよう。

謝辞
　本稿のもとになったいくつかの現地調査では、
東京大学総合研究博物館の林良博館長（現・東京
農業大学農学部教授）ならびに遠藤秀紀教授から
多大なご厚誼を頂いた。また、僚友加藤高志氏（名
古屋大学大学院国際開発研究科准教授）にも深謝
する。現地においては、ラオス文化振興財団（ヴィ
ラチット・ピラーパンデート理事長）をはじめ、
ブンルアン・ブッパー情報文化観光次官補（現・
同省国際局長）、農林省国立農林研究所（NAFRI）
のご理解とご協力に深く感謝の意を表する。
　そして、東京外国語大学アジア・アフリカ言語
文化研究所のクリスチャン・ダニエルス教授なら
びに新谷忠彦名誉教授には、「タイ文化圏」研究
の草創期よりのご支援とご懇篤に心からお礼申し
上げる。
　最後に、雲南懇話会の前田栄三代表幹事には今
回も大変お世話になった。記して感謝申し上げる。

注
1） Tayは、タイ王国における多数派民族である

Thay（Siam）やラオスの Laoを含む、タイ－
カダイ系言語を話す民族の総称であり、中国
西南部からインドのアッサム州まで広く分布
している。

2） タイ文化圏を論じる際に Tayと Thayの間に
誤解を生まないよう、ここではタイ王国につ
いてはタイランド、タイ王国の国語となって
いる言語をタイランド語と呼んでいる。

3） 当初は、日本語で Tayと Thayが区別できな
いために「シャン文化圏 Shan Culture Area」
の語を使用していたが、ビルマのシャン州を
中心とした論議との誤解を招く虞のあること
から「タイ文化圏」に改めた。

4） 後述するが、ギヤによってローラーを回転さ
せ、サトウキビの茎を圧搾して液糖（蔗漿）
を採取する「造糖車（軋蔗）」を一般に甘蔗
圧搾機 sugar millと呼んでおり、本稿中で使
用する搾糖機 sugar pressはこれ以外の構造の
ものを含んでいる。

5） 詳細については、前報 9）等参照。
6） サトウキビ属には、このほかオフィシナルム
のもう一つの祖先種である S. eduleの計 6種
がある。

7） ニーダムによれば、インドの甘蔗圧搾機を示
す最初の記述と考えられるものは、1世紀に
現れるとしている 11）。

8） 現代タイランド語でも綴り上 nam tālとなっ
ているが、タイランド語・ラオス語などのタ
イ系言語は末子音の lを持たないため nと発
音する。なお、ラオス語とは、タイ系言語の
ひとつであるラーオ語のうち、ラオス人民民
主共和国の国字であるラオス文字によって表
記され、ラオス国内で話されているものを指
している。

9） ダニエルスによれば、16世紀末以前の中国
においてローラーを持った甘蔗圧搾機は使用
されておらず、一度圧搾された甘蔗粕を湯に
つける圧搾兼浸出法が行われていたとしてい
る 5）。

10） ラオス語では綿轆轤を‘īu fāi、甘蔗圧搾機を‘īu‘ō֊i
と、ともに‘īuの名称で呼ぶが、ラオス北部から
中国西

シーサンパンナー

双版納に住むタイ系民族のルーの間で
は、甘蔗圧搾機のことは特に‘īt‘ō֊iと呼ばれる。

11） ダニエルスによれば、初版本では同図の左下
部に甘蔗の束が描かれているが、刷りの悪さ
に起因すると思われる「汚点」があり、この
ためのちの誤った校訂によって当該の部分が

「削除の憂き目に遭う」こととなったとして
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いる 5）。
12） ラオスでは比較的広くみられるが、中国にお
いてはダニエルス 5,6,7）のほか路 12）の調査か
らも事例は報告されていない。

13） 現在アジアでみられる綿繰機（綿轆轤）のほと
んどは、平行ウォーム歯車を持ったインド起源
の型であるが、ニーダムの指摘する中国起源の
ギヤ構造を持たない 2ハンドル綿繰機 11）に類
似するものについても、ラオスに存在している
ことが筆者の調査により確認されている未発表）。
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Summary

The Aspects of Traditional Sugar Production in Laos; 
On The Study of Production Implements in Tay Cultural Area

Mitsuru Sonoe

The University Museum, The University of Tokyo/ College of Bioresource Sciences, Nihon University

	 In montane basins located from south-western China to Northern Mainland Southeast Asia, there used to 
be confederacy of chiefdom headed by Tay lord. They have been maintaining loose social connection been still 
present in this area.
	 The notion of Tay Cultural Area shall be explaining the multi-ethnic society in mountain area of 
Mainland Southeast Asia, especially crossing of Yunnan Province of China, northern part of Laos, North Thailand 
and Shan State of Burma (Myammar) which has an organic linkage system on the linguistic and historical 
background proposed by SHINTANI et. al..
	 Although “sugar” is called nam tān in Thai, that is originally Malayan word of tal which means palmyra 
palm, one of the sugar materials in Southeast Asia and should be referred to the same nam ‘ō֊i , “pure” sugar made 
from sugarcane as well as other Tay groups.
	 According to the results of field surveys of the sugar-mill in Yunnan Province, DANIELS has concluded 
that types of gear-wheel in Tay Cultural Area should be classified into 1) double toothed gear invented in Southern 
China, 2) worm gear might be the same as gear system of cotton-gin originated in India and 3) chevron-teeth which 
may be original device by Tay people in Tay Cultural Area.
	 The press for expressing the juice of sugar cane in Laos has the rolling-mill consisting of rollers with 
3types of gear system which proposed by DANIELS and the leverage sugar-press without rollers, and can be 
observed only Vientiane-Bolikhamxay and northward. Although this distribution of sugar-press may be determined 
by the difference in the material plant of sugar products between sugarcane and sugar-palm which have been 
depended on the natural surroundings, the boundary resembles the south limit of farming complex with frame 
plough proposed by SONOE closely. In this study, the sugar-press is running by livestock (buffalo), water wheel 
and man power, especially in Laos and the all case of horizontal sugar-mill should be driven by water wheel. And 
also, almost of sugar-mills have rollers worked on chevron-teeth gear even if it is the vertical type and is horizontal 
type.
	 In Laos, the sugar production technology with chevron-teethed rolling-mill has been borne by Tay people 
under the influence of Chinese and Indian Civilization and spreads through other ethnic group. These facts show 
the existence of Tay Cultural Area in northern Laos as similar as distribution situation of frame plough, so far.


